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変更履歴

日付変更内容

2018年 3月 27日課金サーバの暗号情報を更新しました。

目的
『Cisco Unified Serviceabilityアドミニストレーションガイド』では、次の Cisco Unified
Serviceabilityを通じてアラーム、トレース、SNMPを設定するための説明と手順を示します。

• Cisco Unified Communications Manager

• Cisco Unified Communications Manager IM and Presence Service

• Cisco Unity Connection
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Cisco Unity Connectionの場合、Cisco Unified Serviceabilityと Cisco Unity Connection Serviceability
の両方でサービスアビリティ関連タスクを実行する必要があります。たとえば、問題を解決す

るために、両方のアプリケーションでサービスの起動や停止、アラームの表示、トレースの設

定が必要な場合があります。

Cisco Unified Serviceabilityは、『Cisco Unified Serviceabilityアドミニストレーションガイド』
に記載されている機能をサポートしています。Cisco Unity Connection Serviceability固有のタス
クについては、『Cisco Unity Connection Serviceabilityアドミニストレーションガイド』を参照
してください。

ヒント

対象読者
『CiscoUnified Serviceabilityアドミニストレーションガイド』は、CiscoUnified Communications
Manager、Cisco Unified Communications Manager IM and Presence Service、または Cisco Unity
Connectionの設定、トラブルシューティング、およびサポートを行う管理者を支援することを
目的としています。このマニュアルを使用するには、テレフォニーおよび IPネットワーキン
グテクノロジーに関する知識が必要です。

関連資料
このガイドは、設定に関するマニュアルと併せて使用してください。

資料製品

『Cisco Unified Real-TimeMonitoring Toolアドミニストレーショ
ンガイド』、『Cisco Unified Communications Manager CDR
Analysis and Reportingアドミニストレーションガイド』、およ
び『Cisco Unified Communications Manager Call Detail Recordsア
ドミニストレーションガイド』

Cisco Unified Communications
Manager

『Cisco Unified Real-TimeMonitoring Toolアドミニストレーショ
ンガイド』

Cisco Unified Communications
Manager IM and Presence
Service

『Cisco Unity Connection Serviceabilityアドミニストレーション
ガイド』および『Cisco Unified Real-TimeMonitoring Toolアドミ
ニストレーションガイド』

Cisco Unity Connection

これらのマニュアルは、次の情報が含まれます。

•『Cisco Unified Communications Manager CDR Analysis and Reportingアドミニストレーショ
ンガイド』：このマニュアルでは、ユーザ、システム、デバイス、および課金レポートの
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作成に使用するツールであるCiscoUnifiedCommunicationsManagerCDRAnalysis andReporting
を設定および使用する方法について説明します。

•『Cisco Unified Communications Manager Call Detail Recordsアドミニストレーションガイ
ド』：このマニュアルには呼詳細レコード（CDR）定義が含まれます。

•『Cisco Unified Real-Time Monitoring Toolアドミニストレーションガイド』：このマニュ
アルでは、システムのさまざまな面（重要なサービス、アラート、パフォーマンスカウン

タなど）をモニタするためのツールであるUnifiedRTMTの使用方法について説明します。

•『Cisco Unity Connection Serviceabilityアドミニストレーションガイド』：このマニュアル
では、Cisco Unity Connection Serviceabilityでアラーム、トレース、クラスタ、レポートを
使用する方法と、その手順について説明します。

表記法
このマニュアルでは、以下の表記法を使用しています。

説明表記法

コマンドおよびキーワードは太字で示してい

ます。

太字フォント

ユーザが値を指定する引数は、イタリック体

で示しています。

イタリック体フォント

角カッコの中の要素は、省略可能です。[ ]

必ずどれか 1つを選択しなければならない必
須キーワードは、波カッコで囲み、縦棒で区

切って示しています。

{ x | y | z }

どれか 1つを選択できる省略可能なキーワー
ドは、角カッコで囲み、縦棒で区切って示し

ています。

[ x | y | z ]

引用符を付けない一組の文字。stringの前後に
は引用符を使用しません。引用符を使用する

と、その引用符も含めて stringとみなされま
す。

string

システムが表示する端末セッションおよび情

報は、screenフォントで示しています。
screenフォント

ユーザが入力しなければならない情報は、太字

の screenフォントで示しています。

太字の screenフォント
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iii

はじめに

表記法



説明表記法

ユーザが値を指定する引数は、イタリック体

のスクリーンフォントで示しています。

イタリック体の screenフォント

^記号は、Ctrlキーを表します。たとえば、画
面に表示される ^Dというキーの組み合わせ
は、Ctrlキーを押しながら Dキーを押すこと
を意味します。

^

パスワードのように出力されない文字は、山

カッコ（< >）で囲んで示しています。
< >

（注）は、次のように表しています。

「注釈」です。役立つ情報や、このマニュアル以外の参照資料などを紹介しています。（注）

ワンポイントアドバイスは、次のように表しています。

「時間の節約に役立つ操作」です。ここに紹介している方法で作業を行うと、時間を短縮でき

ます。

ワンポイントアドバイ

ス

ヒントは、次のように表しています。

役立つ「ヒント」の意味です。ヒント

注意は、次のように表しています。

「要注意」の意味です。機器の損傷またはデータ損失を予防するための注意事項が記述されて

います。

注意

警告は、次のように表しています。

この警告マークは「危険」の意味です。人身事故を予防するための注意事項が記述されていま

す。機器の取り扱い作業を行うときは、電気回路の危険性に注意し、一般的な事故防止対策に

留意してください。

警告
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マニュアルの入手、サポート、およびセキュリティのガ

イドライン
マニュアルの入手方法、テクニカルサポート、マニュアルに関するフィードバックの提供、セ

キュリティガイドライン、および推奨エイリアスや一般的なシスコのマニュアルについては、

次の URLで、毎月更新される『What's New in Cisco Product Documentation』を参照してくださ
い。シスコの新規および改訂版の技術マニュアルの一覧も示されています。
http://www.cisco.com/en/US/docs/general/whatsnew/whatsnew.html

Cisco製品のセキュリティ
本製品には暗号化機能が備わっており、輸入、輸出、配布および使用に適用される米国および

他の国での法律を順守するものとします。シスコの暗号化製品を譲渡された第三者は、その暗

号化技術の輸入、輸出、配布、および使用を許可されたわけではありません。輸入業者、輸出

業者、販売業者、およびユーザは、米国および他の国での法律を順守する責任があります。本

製品を使用するにあたっては、関係法令の順守に同意する必要があります。米国および他の国

の法律を順守できない場合は、本製品を至急送り返してください。

米国の輸出規制の詳細については、

http://www.access.gpo.gov/bis/ear/ear_data.html [英語]で参照できます。

マニュアルの構成
Unified CommunicationsManagerのCisco Unified Serviceabilityおよび IM and Presence Serviceability
の設定手順についての情報を提供します。

• Cisco Unified Serviceability：ブラウザのサポートを含む Serviceabilityの概要です。

•はじめに：Serviceability GUIのアクセス方法と使用方法について説明します。

•アラーム：Serviceability GUIアラームとアラーム定義、アラームの設定の手順、アラーム
定義の検索と編集の手順の概要です。

•トレース：トレースパラメータ設定の概要、およびCiscoUnifiedReal-TimeMonitoring Tool
のトレース収集の概要です。ネットワークサービスおよび機能サービスのトレースパラ

メータを設定する手順およびサービスのトラブルシューティングトレース設定を行う手順

について説明します。

•ツールおよびレポート：表示される各ネットワークサービスおよび機能サービスの説明で
す。機能サービスおよびネットワークサービスのアクティブ化、非アクティブ化、起動、

および停止の手順と推奨事項について説明します。CiscoServiceabilityReporterサービスに
よって生成されるレポートの概要です。CiscoServiceabilityReporterサービスによって生成
されるレポートを表示する手順を示します。
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• Unified Communications Managerのみ：[CDRの管理設定（CDR Management
Configuration）]ウィンドウを使用して呼詳細レコード（CDR）ファイルと呼管理レ
コード（CMR）ファイルに割り当てるディスクスペースの容量の設定、ファイルを
削除するまでの保存日数の設定、および CDRの送信先となる課金アプリケーション
サーバの設定を行う際の情報について説明します。

•シンプルネットワーク管理プロトコル：シンプルネットワーク管理プロトコル（SNMP）
バージョン 1、2c、3のサポートと設定手順の概要です。

• Call Home：Call Homeサービスの概要です。Call Home機能の設定方法について説明しま
す。
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